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漢籍整理長期研修に参加して
柴田 亜貴子（資料管理課）
2011 年 6 月 13 日～17 日、9 月 5 日～9 日までの計 10
日間にわたって、東京大学東洋文化研究所で開催された
漢籍整理長期研修に参加した。この研修は、研究・実地両
面にわたる個別指導を通して、漢籍整理技術の習得と漢籍
の有効な利用をはかることを目的として毎年実施されている。
募集人員 5名に対して、全国より 11 名の参加者があった。
講義と実習
漢籍というと、堅苦しく難しいイメージを持たれがちだが、
初日に漢籍資料の基礎知識について様々なエピソードを織
り交ぜながら分かり易く解説して頂き、楽しく興味を持って研
修を開始することができた。
どの講義も先生方が自身の経験談や漢籍をめぐる最新
の動向を交えながら熱意をもって解説して下さり、しばしば
時間を超過するほど密度の濃い内容で、独学では得られな
い多くの知識と考えるきっかけを与えられた。
漢籍の伝統的分類「四部分類」については今まであまり
合理的でない分類法だと感じていたが、講義を通して、中
国が近代に十進分類法を導入した際に、経部をばらばらに
配置することが心情的にどうしてもできなかったという話から
も、中国における四部分類は単なる分類法ではなく、世界
観、価値観、学問観を体現するものなのだと気付いた。そし
て今回主要な書物がこの四部分類のどこに配置されている
かを見直したことで、その書物の内容と歴史的評価を体系
的に理解することができ、選書する上でも役立つ知識を得ら
れたように思う。
朝鮮本の講義では、殆んど刊記がない朝鮮本の刊年・刊
地を判定する手掛かりとして、各時代の主要な活字 27 種の
変遷や、刻工名（版木の彫師が賃金計算の為に版心部に
彫ったサイン。名前の一字や記号であることが多い）による
刊年・刊地決定法の解説を非常に興味深く聞いた。また先
生が１冊の本を調べる際には、その本の他版についても既
成の目録や文献に頼らず、可能な限り現物を自分の目で見
て詳細な記録をとるという徹底した現物調査を研究の基盤と
していることに感銘を受けた。
漢籍整理実習では、あらかじめ用意された漢籍について
各自目録カードを作成した。書誌事項の記載されていない
本が多く、著者名を敢えて本名で記さない慣習もあるため、
序文などの内容を丹念に読み込んで手掛かりを集めては参
考図書を使って調べていく必要があり、想像以上に時間が
かかった。正確な漢籍目録を作成するためには、目録学、
文字学、音韻学、訓詁学、版本学、校勘学のほか、当時の
社会・文化事情に対する知識も不可欠で、数多くの現物に
触れて研鑽を積まなければ出来ない仕事だと痛感した。
和刻本の実習では、9 種の同本異版を比較し、刊年の先
後を推定した。これほど多くの同本異版を手元で見比べる
機会はなかなかない。数を見ていくにつれ、刻工の癖、修
正の痕、板の摩耗度など、版木の微細な違いが少しずつ見
分けられるようになり大変勉強になった。
保存と補修
漢籍補修法の講義では、古来製本に使用されてきた天
然素材は丁寧に扱えば、化学素材などより遥かに長期の保
存に耐えうることに改めて感心した。今後宮内庁書陵部で
は補修に使用する水も、蒸留水や浄水器で濾過したものに
切り替えるという。実習では紙縒
こ よ り
の作成と虫損直し、裏打ち、
綴直し等の補修作業を体験したが、なかなか思い通りに仕
上がらず、細心の注意と修練が必要な仕事だと実感した。
唐本製本の実演では、先生が裸足で本を押さえ、大きな
鉈を頭にこすりつけて皮脂を塗りながら本を裁断する姿に
圧倒されたが、往時職人たちのこうした手仕事によって一冊
の本が作られ、その後代々の所蔵者によって大切に保存・
補修されて今ここに在ることの尊さを改めて強く感じる機会と
なった。
漢籍のこれから
漢籍データベースの講義では国内外の主要なデータベ
ースを実際に使用してその操作と特徴を学んだ。また「全国
漢籍データベース」が中国・台湾の漢籍データベースとのリ
ンクを検討中だという今後の展望や、先生が石刻拓本資料
の画像データベースを利用して、「拓本文字データベース」
を作成するなど、常にデータの活用・転用を考えて新たな成
果を創出している話を興味深く聞き、図書館が蓄積した情
報を加工し活用する可能性について考えさせられた。
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漢籍の現物資料は補修も必要最小限に留めて、できるだ
け過去の状態のまま保存することが重要である。その現物を
正確・緻密にデジタル化して広く利用に供するサービスは
本学の「古典籍総合データベース」をはじめ、既に多くの機
関によって行われている。今後更にそこで作成したデータを
編集・加工して、検索機能の付加、字典・事典としての再編
集、別々の場所にある各版を並べて表示したりページを半
透明に重ね合わせて文字の異同や版の相違を識別するな
ど、より多様な形での漢籍の利用が可能になると思われる。
おわりに
研修を通して、漢籍整理に必要な知識と技術は一朝一
夕に身に付くものではなく、数多くの現物に触れて経験を積
むことが何より重要だと再確認したが、参加者の多くから「漢
籍を担当していた職員が退職し未整理資料が溜まっている
ため研修に参加した」等の差し迫った事情を聞いた。どこの
図書館にとってもスキルの継承は大きな課題となっている。
その一方で中国では国家図書館に漢籍（中国語では「古
籍」）を集める大規模なプロジェクトが進行中で、専門職を育
成する図書館研修も盛んに行われており、今後こうした中国
の動向を受けて、日本でも漢籍の知識が一層重要になると
思われる。
業務多忙の中、10 日間職場を離れるには周囲の理解と
協力が不可欠で、今回送り出して下さった皆様に深く感謝
している。本研修は、漢籍について多角的に学ぶことができ
る価値ある研修であり、年々変化している漢籍をめぐる状況
を知るためにも、漢籍に興味をお持ちの方、或いは必要を
感じている方には是非参加されることをお勧めしたい。
平成 23 年度漢籍整理長期研修
日程 課 目 講 師
6月 13 日
開講式
オリエンテーション
漢籍版本目録概説
講義
羽 田 正
（東洋学研究情報
センター長）
大木 康
（東洋文化研究所
教授）
6 月 14 日 四部分類について 講義
井波 陵一
（京都大学教授）
6 月 15 日 漢籍整理実習 (1) 実習
陳 捷
（国文学研究資料館准
教授）
6 月 16 日 漢籍整理実習 (2) 実習
陳 捷
（国文学研究資料館准
教授）
6 月 17 日 朝鮮本について 講義
藤本 幸夫
（麗澤大学教授）
6 月 20 日
～
9 月 2 日
所属図書館所蔵
漢籍整理及び研究
自習
課題：所属機関が所蔵
する漢籍２冊につき目
録カードを作成し発表
9月 5 日 東洋文庫について
講義
見学
會谷 佳光
(東洋文庫図書部閲覧
複写課長)
9 月 6 日 和刻本について 講義
長澤 孝三
（元国立公文書館内閣
文庫長）
9 月 7 日
漢籍データベースの
利用と構築
講義
安岡 孝一
（京都大学准教授）
9 月 8 日 漢籍補修法 講義
安藤 清
（宮内庁書陵部）
9 月 9 日
漢籍整理実習 (3)
修了式
実習
高橋 智
（慶應義塾大学教授）
羽田 正
（東洋学研究情報
センター長)
